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夏
休
み
の
宿
題
・
自
由
研
究
の

ル
ー
ツ
を
探
る
　

第9回
テーマ

 

「
夏
休
み
」
…
…
高
揚
感
と
解
放
感
に
満
ち
た
魅
力

あ
る
イ
メ
ー
ジ
に
、
ほ
ん
の
少
し
影
を
落
と
す
の
が

「
夏
休
み
の
宿
題
」。
そ
の
中
で
も
「
自
由
研
究
」
は

最
大
の
難
敵
と
感
じ
て
い
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

世
界
的
に
見
る
と
、
夏
休
み
に
宿
題
を
出
し
て
い

る
国
は
ア
ジ
ア
の
数
か
国
だ
け
の
少
数
派
。
か
つ

て
は
日
本
同
様
、
宿
題
大
国
と
い
わ
れ
た
中
国
も
、

２
０
２
１
年
７
月
に
施
行
さ
れ
た
双
減
政
策
に
よ
り
、

宿
題
の
量
が
大
幅
に
制
限
さ
れ
た
。

　

今
回
は
夏
休
み
の
宿
題
、
そ
し
て
自
由
研
究
に
つ

い
て
、
日
本
の
教
育
史
を
振
り
返
り
、
そ
の
誕
生
、

経
緯
な
ど
を
み
て
い
き
た
い
。

一
．
夏
休
み
と
宿
題

◆
夏
休
み
の
制
度
化

　

１
８
７
２
年
（
明
治
５
年
）
の
学
制
発
布
に
よ
り

ス
タ
ー
ト
し
た
近
代
的
学
校
制
度
。
ス
タ
ー
ト
時
に

は
な
か
っ
た
夏
季
休
暇
の
制
度
だ
が
、
５
年
後
の

１
８
７
７
年
頃
に
は
普
及
し
つ
つ
あ
っ
た
よ
う
だ
。

そ
し
て
、
明
治
14
年
（
１
８
８
１
年
）、
文
部
省
が

発
布
し
た
小
学
校
教
則
綱
領
（
抄
）（
明
治
十
四
年

五
月
四
日
文
部
省
達
第
十
二
号
）
に
は
、
第
七
条
に
、

で
に
誕
生
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

◆
夏
休
み
の
宿
題
登
場
の
背
景

　

当
初
課
さ
れ
な
か
っ
た
宿
題
が
１
９
１
０
年
頃
か

ら
登
場
し
た
理
由
を
、
制
度
の
変
遷
か
ら
考
え
て
み

よ
う
。

　

ま
ず
国
定
教
科
書
の
存
在
。
１
９
０
３
年
か
ら
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
国
定
教
科
書
。
学
制
発
布
で

は
、
学
校
で
利
用
す
る
教
科
書
に
つ
い
て
は
規
定
が

な
か
っ
た
の
が
、
国
定
教
科
書
の
登
場
で
全
国
統
一

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
時
を
同
じ
く
し
て

行
わ
れ
た「
等
級
制
」か
ら「
学
級
制
」へ
の
移
行
。「
等

級
制
」
は
、
試
験
に
よ
っ
て
進
級
が
決
ま
る
。
あ
る

一
定
レ
ベ
ル
に
達
し
た
と
み
な
さ
れ
な
け
れ
ば
、
次

の
等
級
に
進
め
な
い
。

　

当
時
、
小
学
校
は
４
年
間
の
修
業
期
間
で
、
半

年
を
標
準
修
業
期
間
と
し
、
４
年
間
を
８
級
で
分

け
、
試
験
に
合
格
す
る
と
次
の
等
級
に
進
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
試
験
に
合
格
で
き
ず
、

最
初
級
の
８
級
や
７
級
で
４
年
間
の
修
業
期
間
を
終

了
す
る
児
童
も
か
な
り
の
数
い
た
と
い
う
こ
と
だ
。

　

こ
の
等
級
制
と
い
う
仕
組
み
か
ら
、
試
験
な
し
で

自
動
進
級
す
る
「
学
級
制
」
へ
移
行
し
て
い
く
の
が

１
９
０
０
年
前
後
。

　

最
後
に
、
就
学
率
。
学
制
発
布
時
、
30
～
40
％
程

度
だ
っ
た
就
学
率
が
、
１
９
１
０
年
に
は
１
０
０
％

近
い
就
学
率
に
。

　

改
め
て
整
理
す
る
と
、
夏
休
み
の
宿
題
登
場
の
背

景
は
、
次
の
３
点
に
な
る
。

 （
１
）
学
ぶ
内
容
が
全
国
で
統
一
さ
れ
た
こ
と
。

 （
２
）
進
級
試
験
の
廃
止
。

小
学
校
ニ
於
テ
ハ
日
曜
日
、
夏
季
冬
季
休
業
日
及
大

祭
日
、
祝
日
等
ヲ
除
ク
ノ
外
授
業
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス

　

と
あ
り
、
こ
の
時
点
で
夏
季
・
冬
季
の
休
業
が
制

度
と
し
て
明
示
さ
れ
た
こ
と
と
な
る
。

◆
夏
休
み
の
宿
題
の
登
場

　

さ
て
、
１
８
８
１
年
、
夏
休
み
が
制
度
と
し
て
認

め
ら
れ
た
わ
け
だ
が
、
宿
題
が
セ
ッ
ト
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
だ
。『
明
治
期
に
お

け
る
日
本
の
尋
常
小
学
校
の
「
夏
休
帖
」
等
に
関
す

る
研
究
』（
現
代
教
育
学
部
紀
要 

１
３
３
９

－

４
７
，

２
０
２
１

－

０
３
）
で
は
、
夏
休
み
の
宿
題
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
な
研
究
結
果
を
ま
と
め
て
い
る
。

 （
１
）�
明
治
時
代
に
お
け
る
小
学
校
の
夏
休
み
の
宿

題
は
、
１
９
１
０
年
ご
ろ
に
出
現
し
た
。

 （
２
）�

夏
休
み
の
宿
題
の
内
容
は
、
国
定
教
科
書
の

内
容
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

 （
３
）�

夏
休
み
の
宿
題
の
内
容
は
、
児
童
の
夏
休
み

中
の
活
動
的
な
学
び
を
促
す
も
の
が
あ
っ
た
。

　

10
年
頃
、
日
本
の
小
学
校
の
夏
休
み
の
宿
題
は
、

復
習
に
よ
る
学
力
定
着
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
と

い
う
こ
と
、
さ
ら
に
時
代
が
進
む
と
「
夏
休
帖
」
な

る
冊
子
も
登
場
す
る
こ
と
か
ら
、
現
代
の
「
夏
休
み

の
友
」「
夏
休
み
復
習
ド
リ
ル
」
は
こ
の
と
き
に
す

一
．
夏
休
み
と
宿
題



　

児
童
が
ひ
と
り
で
そ
の
活
動
に
よ
っ
て
学
ん
で
行

く
こ
と
が
、
な
ん
の
さ
し
さ
わ
り
が
な
い
ば
か
り
か
、

そ
の
方
が
学
習
の
進
め
ら
れ
る
の
に
も
適
当
だ
と
い

う
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
時
と
し
て
は
、
活
動
の
誘
導
、

す
な
わ
ち
、
指
導
が
必
要
な
場
合
も
あ
ろ
う
。
こ
の

よ
う
な
場
合
に
、
何
か
の
時
間
を
お
い
て
、
児
童
の

活
動
を
の
ば
し
、
学
習
を
深
く
進
め
る
こ
と
が
望
ま

し
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
自
由
研
究
の
時
間
の
お

か
れ
る
理
由
が
あ
る

　

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

　

児
童
青
年
の
個
性
を
、
そ
の
赴
く
と
こ
ろ
に
従
っ

て
、
の
ば
し
て
行
こ
う
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
そ

こ
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
向
が
考
え
ら
れ
る
。
あ
る

児
童
は
、
工
作
に
、
あ
る
児
童
は
理
科
の
実
験
に
、

あ
る
児
童
は
書
道
に
、
あ
る
児
童
は
絵
画
に
と
い
う

ふ
う
に
、
き
わ
め
て
多
様
な
活
動
が
こ
の
時
間
に
営

ま
れ
る
よ
う
に
な
ろ
う

　

と
、
想
定
さ
れ
る
例
示
も
書
か
れ
る
。
自
由
研
究

は
、
小
学
校
４
年
生
以
上
と
中
学
生
に
教
科
と
し
て

採
用
さ
れ
た
。
他
の
教
科
と
合
わ
せ
、
時
間
数
を
図

１
に
示
す
。
な
お
、
教
科
・
自
由
研
究
は
、
各
教

科
学
習
を
伸
長
・
拡
張
す
る
ほ
か
、「
ク
ラ
ブ
活
動
」

や
「
委
員
会
活
動
」
に
も
利
用
で
き
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

　

熱
い
思
い
で
つ
く
ら
れ
た
日
本
初
の
学
習
指
導
要

領
の
中
で
登
場
し
た
「
自
由
研
究
」
だ
が
、
１
９
５ 

１
年
（
昭
和
26
年
）
７
月
１
日
の
学
習
指
導
要
領
改

訂
の
と
き
に
、
自
由
研
究
の
名
称
は
「
教
科
外
活
動

の
時
間
」と
改
め
ら
れ
、教
科
か
ら
は
消
え
て
し
ま
う
。

植
物
動
物
ノ
相
互
及
人
生
ニ
対
ス
ル
関
係
、
通
常
ノ

物
理
上
化
学
上
ノ
現
象
、
通
常
児
童
ノ
目
撃
シ
得
ル

器
械
ノ
構
造
使
用
等
ヲ
理
会
セ
シ
メ
兼
ネ
テ
人
身
ノ

生
理
及
衛
生
ノ
大
要
ヲ
授
ク
ヘ
シ

　

と
あ
る
。
前
段
で
は
、「
現
象
の
観
察
」
を
起
点

と
し
て
、
相
互
の
関
係
ば
か
り
で
な
く
、
人
生
の
関

係
に
つ
い
て
も
理
解
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、
自
然
を

愛
す
る
心
を
養
う
こ
と
、
な
ど
、
理
科
に
向
き
合
う

方
法
や
姿
勢
を
述
べ
、
後
段
で
は
、
そ
の
方
法
や
手

段
な
ど
、
よ
り
具
体
的
な
内
容
に
踏
み
込
ん
で
い
る
。

　

実
際
の
観
察
を
重
視
し
、
教
科
書
の
記
述
と
の
差

異
が
出
て
し
ま
う
こ
と
を
配
慮
し
、
教
科
書
の
使
用

を
禁
止
し
て
い
た
時
期
も
あ
る
よ
う
だ
。
教
科
書
よ

り
も
実
体
験
を
重
ん
じ
る
、
そ
の
思
想
は
科
学
を
学

ぶ
本
質
と
し
て
自
由
研
究
に
通
じ
る
も
の
だ
。

◆
自
由
研
究
は
「
教
科
」
と
し
て
登
場

　

さ
て
、「
自
由
研
究
」
だ
が
、
１
９
４
７
年
（
昭

和
22
年
）
の
文
部
省
『
学
習
指
導
要
領
・
一
般
編
』

に
お
い
て
、
教
科
「
自
由
研
究
」
と
し
て
登
場
す
る
。

　

文
部
省
か
ら
示
さ
れ
た
初
の
「
学
習
指
導
要
領
」

は
、
子
ど
も
た
ち
の
現
状
に
応
じ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
作
成
す
る
た
め
の
「
教
師
自
身
が
自
ら
研
究
し
て

い
く
手
引
き
」
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
つ
く
ら
れ
た
も

の
で
、「
試
案
」
と
い
う
言
葉
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
「
教
科
」
の
学
習
に
つ
い
て
は
、

　

い
ず
れ
も
児
童
の
自
発
的
な
活
動
を
誘
っ
て
、
こ

れ
に
よ
っ
て
学
習
が
す
す
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
行

く
こ
と
を
求
め
て
い
る

　

と
し
て
お
り
、「
自
由
研
究
」
と
い
う
教
科
の
時

間
の
使
い
方
に
つ
い
て
は
、

 （
３
）
就
学
率
の
大
幅
な
ア
ッ
プ
。

　

こ
れ
ら
を
宿
題
と
の
関
連
で
み
て
み
よ
う
。
進
級

試
験
の
廃
止
で
学
ぶ
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
り
、

学
力
が
低
下
す
る
一
方
、
増
加
し
た
児
童
全
員
の
学

習
内
容
の
定
着
を
図
る
手
段
が
必
要
に
な
っ
た
。
加

え
て
、
学
習
内
容
も
統
一
さ
れ
て
い
た
た
め
、
今
ま

で
の
よ
う
に
進
度
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
、
課
題
を

つ
く
り
や
す
く
な
っ
た
…
…
と
い
う
こ
と
が
夏
休
み

の
宿
題
の
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

二
．
自
由
研
究

◆
教
科
「
理
科
」
の
登
場

　

少
し
視
点
を
変
え
、
自
由
研
究
と
か
か
わ
り
が
深

い
と
思
わ
れ
る
「
理
科
」
と
い
う
教
科
に
つ
い
て
見

て
み
よ
う
。

 

「
理
科
」
が
登
場
す
る
の
は
、
１
８
８
６
年
（
明
治

19
年
）
の
文
部
省
令
第
八
条
。
内
容
や
取
り
扱
い
の

程
度
が
示
さ
れ
た
。

　

そ
の
５
年
後
の
１
８
９
１
年
（
明
治
24
年
）
に
示

さ
れ
た
小
学
校
教
則
大
綱
に
は
、

　

理
科
ハ
通
常
ノ
天
然
物
及
現
象
ノ
観
察
ヲ
精
密
ニ

シ
其
相
互
及
人
生
ニ
対
ス
ル
関
係
ノ
大
要
ヲ
理
会
セ

シ
メ
兼
ネ
テ
天
然
物
ヲ
愛
ス
ル
ノ
心
ヲ
養
フ
ヲ
以
テ

要
旨
ト
ス

　

最
初
ハ
主
ト
シ
テ
学
校
所
在
ノ
地
方
ニ
於
ケ
ル
植

物
動
物
鉱
物
及
自
然
ノ
対
象
ニ
就
キ
テ
児
童
ノ
目
撃

シ
得
ル
事
実
ヲ
授
ケ
就
中
重
要
ナ
ル
植
物
動
物
ノ
形

状
構
造
及
生
活
発
育
ノ
状
態
ヲ
観
察
セ
シ
メ
テ
其
大

要
ヲ
理
会
セ
シ
メ
又
学
校
ノ
修
業
年
限
ニ
応
シ
更
ニ

二
．
自
由
研
究
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夏休みの宿題・自由研究のルーツを探る

◆
自
由
研
究
は
宿
題
と
し
て
復
活

　

自
由
研
究
は
教
科
と
し
て
は
な
く
な
っ
た
が
、
そ

の
後
、
子
ど
も
た
ち
の
自
発
的
な
活
動
に
よ
る
学
習
、

個
性
を
伸
ば
し
て
い
く
活
動
等
の
取
組
と
形
を
変
え

て
、
宿
題
と
し
て
復
活
す
る
。
そ
し
て
、
現
在
に
至

る
わ
け
だ
が
、
夏
休
み
の
宿
題
と
し
て
自
由
研
究
を

出
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
資
料
が
残
っ
て
い
る
。

　

１
９
３
５
年
に
出
さ
れ
た
『
夏
季
休
暇
中
に
於
け

る
生
徒
の
自
由
研
究
一
斑
』（
石
川
県
立
金
沢
第
三

中
学
校
）
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
は
、
私
た
ち
が
よ
く

知
る
夏
休
み
の
宿
題
・
自
由
研
究
そ
の
も
の
で
あ
る
。

　

生
徒
に
教
科
書
と
ノ
ー
ト
よ
り
解
放
せ
ら
れ
た
彼

等
自
ら
の
意
欲
に
よ
る
自
由
な
研
究
を
さ
さ
る
機
会

を
與あ
た

へ
て
、
積
極
的
な
研
究
心
を
養
成
し
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
必
要
を
痛
感
す
る

　

と
い
う
緒
言
か
ら
始
ま
る
こ
の
本
に
掲
載
さ
れ
た

自
由
研
究
の
テ
ー
マ
は
２
０
０
を
超
え
る
。
さ
ら
に
、

優
秀
作
品
は
、
教
科
ご
と
に
整
理
さ
れ
、
テ
ー
マ
・

内
容
と
一
部
の
作
品
を
誌
面
で
紹
介
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、数
学
科
で
は
、「
π
の
歴
史
的
研
究
」「
関

数
の
グ
ラ
フ
に
関
す
る
系
統
的
研
究
」、
物
理
科
で

は
、「
写
真
の
研
究
」「
点
滅
器
」「
盗
難
報
知
器
」「
ラ

ヂ
オ
受
信
機
（
一
球
）」
な
ど
。
化
学
科
の
「
清
酒

の
醸
技
」「
醤
油
、
味
噌
醸
造
法
」、
体
操
科
の
「
グ

ラ
フ
作
成
（
脈
拍
、
呼
吸
に
関
す
る
）」
な
ど
、
興

各教科の年間時間数（1947 年）図１

　　学年
教科 1年 2年 3年 4年 5年 6年

国語 175 210 210 245 210-245 210-280
社会 140 140 175 175 175-210 175-210
算数 105 140 140 140-175 140-175 140-175
理科 70 70 70 105 105-140 105-140
音楽 70 70 70 70-105 70-105 70-105
図画工作 105 105 105 70-105 70 70
家庭 105 105
体育 105 105 105 105 105 105
自由研究 70-140 70-140 70-140
総時間 770 840 875 980-1050 1050-1190 1050-1190

『夏季休暇中に於ける生徒
の自由研究一斑』（石川県
立金沢第三中学校）より

味
深
い
テ
ー
マ
も
あ
る
。
ま
た
、
博
物
科
の
「
昆
虫

採
集
」「
植
物
採
集
」
と
い
っ
た
標
本
、
工
作
作
業

科
の
「
帆
船
」
と
い
っ
た
工
作
は
今
と
変
わ
ら
な
い

も
の
も
。
優
秀
作
品
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
も
の
の
一

部
を
示
す
。

　

今
回
、
夏
休
み
と
夏
休
み
の
宿
題
、
そ
し
て
自
由

研
究
の
ル
ー
ツ
と
そ
の
経
緯
を
見
て
み
た
が
、
背
景

と
込
め
ら
れ
た
思
い
、
児
童
・
生
徒
フ
ァ
ー
ス
ト
の

考
え
方
な
ど
、
現
代
で
も
大
い
に
生
か
せ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
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